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USGSメンロノぐ一ク

ｰアメリカ西部点描一

三村弘二(地質部)

綴

蜘厘砂

米国地質調査所の

シンボルマｰク

はじめてのメンロパｰク

メンロパｰク(Men1oPark)(第1図)はサンフラン

シスコ湾ぞいにサンフランシスコから南方につらなる

衛星都市群のなかの小さな市の名前である.

われわれが移転前の地質調査所本所を溝の口東京分

室を河閏町とその所在地でよんだのと同様に米国地

質調査所西部本局(USGSW･･t･mR･gi･nH･･dq…t…)

は一般にメンロバｰク･オフイス(M･n1oPa･kO筋･e)

とか単にメンロパｰクあるいはメンロ液とと呼ば

れている.日本のわれわれにもむしろこういった呼び

かたの方がなじみが深い.

筆者はこのメンロパｰクという地名を初めて聞いたと

き手近かの小縮尺の米国地図を引っぱりだし目をサ

ラのようにして探しとうとう見つからなかった

苦い経験がある.

しかし都市周辺の交通ラッシュ(t｡｡茄｡ja皿)は日本と

御同様でとりわけ通勤時間帯にはこの所要時間はあま

りアテにはならない.クルマが生活の手足といっても

よい国でクルマなしと柾ると格段に不便となるのは

空港からここまでも例外ではない.無論時間に余裕が

あって乗り継ぎや乗降地点までのかなりの散策を楽し

みたいというのであればバスや列車リムジンカミあり

お金に余裕カミあればタクシｰ(Ye11･wCab)もある.

しかしこれらは突然旅行者にとってはまさに突然と

きとして長期のストに入っていることがありあまりニ

ュｰスダネにもならないことがあるので注意を要する.

手軽な空港のレンタカｰ(rent.1｡｡｡)を利用するかで

きれば友人知人に頼んで運んでもらうのが一番であ

このメンロパｰク･オフィスはサンフランシ

スコの南10ヒ皿程にあるサンフランシスコ国際空

港からさらに南へ26kmクルマでフリｰウェ

イ(freeWay国内を縦横に走る高速道路網石油ショ

ック(oi1crisis)以来最高速度は原則として55マイノレ/時

(約90k皿/時)におさえられている.無料)の10!号

線をとぱしておよそ30分位の所にある(第2図).
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る.

初めて筆者カミメンロパｰクを訪れたのは空港にUSG

Sの友人マフラｰ氏(DLLJ.Pat.i.M｡皿肌醐)一家の出迎

えをうけて米国西部への第一歩を記した直後であった.

日本ではおよそ小回りのききそうもない彼の大きなス

テｰション･ワゴンに私の荷物を双方の家族ともども

楽女と乗せてもらい101号線を南下した.午前9時

すぎまっ青な空の下によこに広い街並みと横文字

ばかりが目に映る.つい先刻空港の入国管理官が青い

目で巧みに操っていた日本語にかわってマフラｰ氏の

気嫌のいい米語が上気した当方の耳の底をたたいてい

る.やがて道路の左方湾沿いと思われるあたりに

白い小丘がみえた.｢あれは?｣筆者の問いに｢シ

オさ!｣とこともない返事がかえってきた.野積みの

塩の山!?`塩田'であることを知ったのはその後であ

る(第3図).羽田をたって9時間半ついにきてしまっ

たという実感がようやくわいてきた.｢ここがわれ

われのオフィスだヨ｣といわれてそうかと見回した

USGSは日曜目1976年3月21目ガラリとしたカリフ

ォルニアの目ざしのもとで深閑と静まりかえっていた.

よこに広いオフィス群

舞2図のミドルフィｰルド道路(Midd1｡丘｡1aRo.d)沿

いにあるメンロパｰク･オフィスは日本のわれわれの

感覚からすればその名の通りちょっとした公園(p･･k)

の中にあるというのはいいすぎであろうか.それも

チリひとつなく手入れのゆきとどいた公園である.

正門(第4図)を入ると正面はるかに花壇に囲まれた

メインポｰル(第5図)カミ見通せ道路をはさんで左右に

は一面の芝生が広がる(第6図).その奥に庁舎がある

(第7図).常時作業の人々が草木にハサミを入れ芝

をかり時間がくればタイムコントロｰノレの散水器

(･p･ink1･･)が一斉に芝生に水を与える(第6図).駐車

場は外側からみて目立たない庁舎のかげに配置されてい

る(第8図)が最近は7号･8号館のようにそうもいつ

ていられなくなってきたらしい(第9図).

この`メンロ公園'内の建物はひとつでは扱い.600

m×300㎜程の敷地内に分散したオフィス鮮から成り立

っており第10図のような案内板があちこちに立ってい

る.主な建物は番号をつけて呼ばれているカミ現在の

配置は次のように狂っている.

第3図メンロバｰク南の丘陵からサンブランシスロ湾を望む湾の

手前に白く見えるのが塩固

第5図連目星条旗のひるがえるメインボｰル星条旗の下には建

国200年を祝うシンボルマｰクの小旗カミみえる右は測地

総部の3号館庁舎

第4図メいコパｰダ素フィス正門この右側に道路をはさんで同

徽属板にrUSGSWestemRegionHeadquarters｣の文

字があ為

第6図正門わきの広々とした散水中の芝生木立の向うは3号館�
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1吟飾(Building1)一生に管理総部(AdministrativeDivi-

sion)USGSに関する情報案内窓口をふくむ

2号館(Bui1ding2)一地質総部(Geo1ogicDiマision)

3号館(Bui1ding3)一測地総部(TopographicDivision)

地形図の販売･情報カウンタｰ常設

4号館(Bui1ding4)一西部本局および地質総部副長室(As-

��慮瑄楲散瑯爬坥��剥�潮慮�����

】)iViSiOn)

5号館(Bui1ding5)一図書館(Library)

6冷蜻(Bui1ding6)一出版総部(Pub1icationsDivision)

水資源総部(W良terResourcesDivision)の一部

7号館(Building7)一計算センタｰ(COmputerCenter

Division)地質総部のうち海洋地質部および環

境地質部(O舐｡eofMarineGeo1ogyandEnYiron-

menta1Geo1ogy)の一部

8号館(Bui1ding8)一地質総部地震研究部(O冊｡eofEar･

�杵慫��摩��

部局の訳名は小野晃司:地調月報241973およ

び盛谷智之:地質ニュｰス2461975に従った.

以上の建物を中心とした配置を第9図に示す.｢な

にぶんメンロは手狭でネ｣というのがUSGS職員の

きまり文句ではあったがごらんのとおりその言葉の

感覚はわれわれのそれとは明らかに次元が異なって

いる.なるほど奥の方には実験室用のトレｰラｰノ･

ウス(第11図)がピッシリと並んだ一画もあるがそれで

も敷地全体に占める建面積はざっとみて15%以下では

なカ}ろうカ､.

しかもこれらの建物はすべて平屋かせいぜい2階

建でどまりでレストン新庁舎の高層ビノレとは対照的に

やけに横に広い.平べったい建物が散在する敷地内

はますます平べったく星条旗はためくポｰルのみカミ

目立ちで高い存在である(第12図).したがってどこ

も日照はすこぶる良い.しかし狭いといいながら

われわれからみれぱぜいたくとも無駄ともいえるよ

うな土地利用は研究を仕事とする官庁の当然の智恵な

のかもしれない｡この広い芝生と樹木におおわれた敷

地のお陰でいまでは街の真っ只中になってしまった研

究所全体が依然としてその機能に不可欠な自然の空間を

保持しえているからである.

第9図をもう一度みて預けばUSGSが最近入手した

東部の7号･8号館を除き建物の配置の重心が図の

.中央より下半分におかれているのに気づかれよう.図

第7図メインポｰノレ後方は管理総部の1号館

第8図地質総部の2号館とその背後の駐車場

第9図庁舎配置図

第10図敷地内に立つ庁舎案内版�



第11図

トレｰラｰハウス群生に実験棟が集中している

第13図1号館(右)と2号館(左)

第12図様に広い庁舎(6号館)とポｰル

上辺の左右にはしる道路(Midd1｡丘｡1dR｡｡d)はけっこう

交通量の多い一般道路である.中央右よりを縦にはし

る道(Lin丘e1dD.iv｡)は下方の住宅地に通じていてクルマ

の量は格段に少たい.

このため騒音は事務部門の1号館周辺でももちろん

さらに奥の研究部門の2号館では小鳥の鳴き声がむし

ろ気になる静けさである(第13図).排気ガスや工場の

異臭とも無縁.静かな環境は小動物にも快適らしく

樹木の間をリスが走る.友達に狂ると人の手からバ

ンくずを失敬する人なつこい小鳥もくる.芝生や木

陰の所々には木製のベンチやテｰプノレが配置され昼食

時には芝生と共に職員の弁当をひろげる所ともなりい

こいの場ともなる.またしばしば研究や業務の討論

の場ともなればひとり思索にふける研究官の姿をみか

けることもある.
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策15図研究室見取図(標準1人用の一例2号館)

に瞳には進行プロジコ･クドの地質図など大型図面が張られる.�
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一人一部屋の研究室

研究官の部屋はけっして広くはたい.地質総蔀の

2号館を例にとると第14図のようにハｰモニカ方式

で細長い部屋がいくつも並んでいる.各小部屋はおよ

そ奥行き5m幅が3.5m程度であろうか.注目すべ

季きはアシスタント柱とを除き少なくとも一人前の研究官

にはこれらの小部屋1部屋に1人が原則として配分さ

れていることである.秘書の場合は1部屋に2名.

これより広い部屋には例えばプロジェクトのグノレｰプ

長と秘書達などが入る.

地熱グルｰプ長(Co･o.din･to･,Geothe･m･1R･s･a･･h

Program)のクリチヤンセン氏(Dr.RobertL.CHRIs一

｡｡ム｡｡｡｡)の場合は一般の研究官と同様の小部屋でと

柱りの秘書達の小部屋とは内部ドアｰで連絡していた.

研究者としてあるいはグルｰプ長として思索が必要

なときは間のドアｰを閉じさえすれぱOKで秘書

達が緊急の連絡をする場合はインタｰフォン兼用の電

話を使用する.少なくとも思考中に用の緩急を間

わず他人がずかずかと立ち入ってきて断えず思考が

中断されることへの歯止めだけは保障されている.

このことは独立した各小部屋の研究室ではより確か

桂ものとなる.部屋を共有することで研究中には有

害でこそあれ全く無用校他人のおしやべりや電話の

取りつぎ煙害に悩まされることはまずない.小部屋

にかかる電話や訪れる人々はすべてその研究官自身

に用のあるものであり研究官それぞれの責任で処理さ

れるべきものである.ただし間じきりはそう厚くは

ないので大声では無論っつぬけだが幸い日本のわれ

われの周辺によくみかけるような声高におしゃべりす

るものはよほど小柱いのかほとんどとなりの会話や物

音は気にならない.

面白いことにはろうかに面したこれら各研究官の小

部屋のドアｰはとくに必要なとき以外は通常開け放

しになっている.これはいわずもがなに自分が出勤

してきていることと用のある者の入室を拒まないサイ

ンともなる.実際ろうかを歩いていても相手の姿

をみかげて気軽に話しかけることができしかも他の

研究官の注意をそらすことはない.つまりドアｰの

開閉ひとつで研究官は必要に応じて研究空間を閉じ

たり開けたりでき個室であることによって研究討論

の場がそこなわれることは少しもないのである.

各室(第15図)には横に長い引出し付きの机とイスタ

イプｰ式電話書棚図表類を広げるための地図棚兼

用で腰の高い作業机簡単な薬品も扱える蛇口のついた

流しそれに来客用のイスが標準設備されさらに地質

の研究官の部屋には双眼の偏光顕微鏡1基と岩石試料

整理棚少々とがそろっている.横長の机に底の浅い引

出しの数が多いのにはちょっとびっくりさせられるが

なれてくると整理ケｰスとしてまことに重宝である.

研究室の一人一部屋はわが国でも大学の助教授･講刊

師クラス以上では標準ときく.同じ地質調査所であり

ながら世界カミちがうといってしまえばそれまでかも

しれないが同じ研究者としてうらやましいことである.

その発想が日本に定着するのはいつのことであろうか.

個々の実験室は筆者とは直接関係がなかったうえ

部局により専門によりさまざまでここでいちカミいにの

べることはできないが次のような傾向はあるらしい.

ひとつは年々手狭になる既存の庁舎からはみだして

しまい第9図の9などにみ弓れるようなトレｰラｰ

ノ･ウス群(第11図)でなんとか処理しようとしているらし

い.がここにも建物に入りきれなくなった研究官達の

居室が割りこみっっある.さらに居室は管理部門

の1号館図書館の5号館にも進出しつつありこの

方の事態ははたでみる程楽ではないらしい.いまひと

つは未確認情報だカミ共用の実験室があるにはあるが

管理が難しいのか荒れがちで結局いつでも使用に耐

えうる状態には保ちにくいとのこと.これも部局によ

って事情はおおいに違うであろうが筆者のいた地質総

部では研究官が結局狭いのをがまんして自分の居室

に実験器具をもちこんでしまっているのを見かけた.

筑波移転後のわれわれにとっても共用実験室の運用

1は心すべきことのひとっと思われる.

拡張と集中化は依然頭痛のタネ

USGSの総本局(N･ti･na1Cent･･)はバｰジニア州

レストンに1973年新庁舎が完成し念願の総合移転が

実現したカミここメンロパｰクでも庁舎の集中化と敷

地の拡張の努力が息長く重ねられてきたようである.

急速に市街化の進みつつあるサンフランシスコ周辺にあ

ってその努力はますます著しく困難に直面しているで

あろうことは想像にかたくない.

筆者滞在中の1976年夏にようやく東隣のシェル石油

会社の土地を建物ぐるみ買収することに成功した結果

格段に拡張集中化がすすみまだ23カ所市内に分散

している所もあるものの現在は前に述べた600狐×

300mほどの敷地内に大部分がおさまっている.買

収した建物(7号8号館)(第9図)は今でもシェノレビル

ディング(SheuBui1ding)と呼ばれているがこれがUS

GSのものとなり拡張を前にしたときのメンロパｰク

はいささか興奮した嬉しさが訪問者である筆者にも�
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伝わっでくるようであった.

このとき下町のオフィスからようやく移転してきた地

震研究部などはたまたま勤務しておられた安藤雅孝さ

んの言によればそれこそ`穴倉のような生活'からい

っきょに目の当る研究環境へぬけだしてきたような気

持だったらしい.

しかしそれでも依然として研究を機能とする庁舎が

ホウワ状態にありより多くの空間を必要としているこ

とはすでにふれたとおりである.｢どうして上への

びないか(高層化はしないのか)｣との筆者の問いに｢お

いおいここは地震の名所だぜ｣と地質仲間の友人の冗

談とも本気ともつかない答えが返ってきた.彼によれ

ば1906年のサンフランシスコ大地震程度の地震がきた

ら今の2階建ての庁舎でさえひとたまりも柾く｢ま

ず1階はなくなって2階が1階になることは間違いな

い｣と説き今年でちょうど70年目だと肩をすくめて

みせた.

この公園のようなメンロパｰクにも将来への悩みは

あったのである.

フレキシブルな勤務時間

筆者の滞在中USGSでは従来の週休2目刺に加えて

研究意欲と能率を向上させる観点からフレキシｰタイ

ム(且･xib1･tim･)が導入された.これは出勤･退出の

時間に各々2時間の幅をもたせその範囲内で自由に出

勤し8時間働いたら帰るというシステムである.仕

事の性質上どうしても時間に不規則になりがちな研究官

には勿論のこと事務官にもすこぶる好評である.タ

イムレコｰダｰ(timec1ock)はない.したがってこの

ようなシステムはチｰムワｰクなりお互いの信頼関

係職員各自の自覚などがなくては不可能であろう.

メンロパｰクでは総じて職員の出勤は早い.筆者

など標準のつもりで午前8時半に顔をだしてすでに大

部分の人々がフル回転に入っていてうろたえた覚えが

ある.そのかわりめいっぱい働いたあとの退出も

早くこれも見事なものである.サマｰタイム(Day

1ight･･ving)の期間はまだ目が高いのに庁舎はガラン

としてしまい見回りのガｰドマンと掃除の人達の姿ば

かり目立つことになる.逆に同じサマｰタイムでも春

や秋にはまだうす暗いうちから出勤する.もちろん

研究官によっては夕飯後再び出勤したり残って仕事

をする場合もある.しかし家庭を大切にする風潮が

強い国柄であってみれぱそのような人達は家庭的には

不幸なのかもしれない.

ノｰネクタイ

アメリカの西と東ではかなり異なるものカミあるといわ

れるがファッションもそのひとつであろう.フォｰ

マルな東から西へ漸次ラフになり西海岸に至っては

ついに着物すらっけなくなる.そこまではいかなくと

も娘さんがノ･ダシでピタピタ街を歩いていてもとくに

どうということがないのが西部ごとにカリフォノレニア

である.

USGS職員の服装もこういった状況を反映してレ

ストンとメンロパｰクとではずい分ちがうものだと驚か

される.ユニホｰムなどは無論とちらにも狂いがネ

クタイ姿の目立つレストンしか知らない人がメンロヘ者

いたとしたらGSの職員はどこにいるのかと探してし

まうかもしれない.よくいえば個性的わるくいえば

テンデンバラバラの服装カミゆきかいあまつさ史ヒゲモ

ジャ姿もごく当り前でとうの昔に省エネノレックのノｰ

ネクタイである.むしろ変らないのは男性職員より

もともとカラフルな女性職員の服装の方かもしれない.

USGSからほ･ど近いスタンフォｰド大学(St.nfo.d

Uni∀｡｡｡ity)へ留学してきた日本のざる大学の教官が受

け入れ先の教授に初目にいわれたことは｢おさしっか

えなくぱ明目からそのネクタイだけはとってきて頂け

ませんでしようか｣だったそうである.

タドに開かれたオフィス

USGSにはお客さんが多い.一般の人々に最もポピ

ュラｰな窓口のひとつはいうまでもなく地形図を一

手に扱っている測地総部の販売カウンタｰであろう.

同じ建物の中で図化作製される種々の地形図がすべて

ここで直接閲覧でき購入することができる.広いカ

ウンタｰごしに愛想よく応対してくれる職員をどうし

て地形図に関する最新の情報も得られる.なにぶん

広い国土のこととてそのすべてが同じ規格で図化しお

わっているわけではない･州別の出版図索引と凡例は

無料.他にこれも無料で現在図化が進行中あるいは

図化が終了した地域の索引図もありかってのわが地質

調査所の地質図目録図と似ていなくもない.他に航空

写真衛星写真のサｰビスもうけられ文字通りお客は

引きもきらない.

｢ミドリですか?それともミドリぬきですか?｣

縮尺･地域が決った所で注文するときまってこう聞かれ

る.緑色のトｰンで植生の有無を示してある地図とな

い地図の2種類カミありこの点は砂漠地帯をかかえるお

国柄ならではである.

同じGSの職員は伝票をきっていつでも必要な地図を

利用でき日本の国土地理院が同じ庁舎に入っているよ�
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うなもので

まことに便利である.

USGSの図書館の自慢は少なくとも2つある.地質

ニュｰスNo.298で盛谷智之氏が紹介しているように

ひとつはその豊富な資料と設備それに人員でここメ=≡葵一㌔

ンロパｰクでもその基本にかわりは扱い.いまひと

つは職員のみ狂らず一般市民にも自由に開放されてい1瑞甜

ることである･メンロでは第･･図のように建物自体が灘

独立しているがその入口には閲覧案内の受付があり

常に何人かの館員がいて外来者に図書に関することは

何でも実に親切に教えてくれる.コピｰのサｰビスも

あり必要とあらばカラｰのコピｰも可能だがこの方

は1枚約400円(瑞1.8)となかなか高価である.

サｰビス精神といえばある目珍しく大人に混って

小さな坊やの姿をみかけた.日本の小学校で4･5年

といった所であろうか.熱心に図鑑を調べていた.

オヤッと思ったのはその翌日図書館のトイレに入ったと

きである.きのうまでの便器がひとっとりはずされ工

事中であった.故障がなと思っているとそれから2

･3目してそこにはちゃんと新しく子供用の設備がさ

れていたのである.

第16図静かなたたずまいのUSGS図書館

1号館の管理総部に入ると受付の前に何十種類とい

うパンフレットが並べられた棚がある.すべてUSGS

が一般向けに作成したもので来訪者は興味のあるものは

どれでも取ることができるようになっている.これら

小冊子の内容はUSGSと地球科学の紹介トピック

などで実にさまざまな種類がある.筆者が採集した

第17図

USGSの紹介パンフレット

第19図

USGS図書館の紹介および案内書

地テj姻および地質図に関する案内書

第20図

入i三iと地裁に関するパンフレット�
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だけでも70種類以上は用意されておりその一一部を第王7

-20図に示す.USGSが総力をあげている研究の成果

をこうした形でもわかり易く簡潔に社会へ還元し

ようとする姿勢にはなみなみならぬものを感ずる.

小冊子だけでは満足しない訪間者あるいは今少しつっ

こんだ情報のほしい人にはそれなりに応対する専門官

いわばスポｰクスマンがいる.筆者の知っているカス

トロ夫人(M･･.C.S.Ca･t.o)もその一人であった.｢や

はりサンアンドレアス断層(SanAnd･･a･F･ults)につ

いての質問が一番多いようネ｣と彼女の部屋の前に張ら

れたその断層を示す大きな地図をみながらときに学校

の生徒までを含むお客の質問を手ぎわよく処理していた

ものである.

建物のなかを歩くと管理部門研究部門を間わず

部屋の入り口付近によく進行中のプロジェクトの地図

や図などが大きくはりだされていることがある.これ

匁らぱいつ訪問者があっても説明できるしただ張っで

あってもその部屋の住人が大体どんなことをしているの

かの見当はつく.いよいよ興味がつのってきた方は研

究室のなかへどうぞというわけである.

USGSの出版物の販売案内には国立公園のビジタ

ｰ･センタｰ(Vi.it｡｡｡｡nt｡｡)や特約店の他に別に専属

の販売センタｰ(Pub1icInquiri･sO茄･･)を全国(第21図)

に設けて力を入れている.ここでは地形図も含めて

総てのUSGS出版物が安価で購入できる.サｰビス精

神はなかなか旺盛でリクエストに応じて月刊のUSGS

出版案内(N.wPub1i｡｡ti(｡n｡｡fth･G･ologi｡･lSu･v･y)(第22

図)からその分厚い1年版も送ってくれる.両方と

も無料で送料はとらない.

競争の世界

メンロパｰク･オフィスに働く人の数は約2,000人と

一口にいわれているが友人のマリス氏(M｡.R(〕b･｡t見

M…ls)の話ではUSGS全部で9,000人をこえる総員の

うち正職員(pem.nento租｡･｡)はせいぜい4,000人ほ

どというからここも同様なのであろう.筆者のフィ

ｰノレドを一緒に手伝ってくれた学生は実は臨時職員で

夏の間だけUSGSで働きそのお金を博士号(Ph.D)

をとるための学資にしているという.Ph.Dをとっ

たらぜひ正式のUSGS職員になりたいと彼は真剣だっ

た.正職員になるための競争は抵かなか厳しいようだ.

Ph.Dをとって補欠人名簿(w.iting1i.t)にのったとか

まだまだとかいった話もきく･そういえば筆者のめ

ぐりあったUSGSの新人は誰もがPh.Dをとって

いた.USGSはとうにPh.D時代に入っているらし

い.

大世帯の運営はいわゆる部課制によるタテの線と

研究プロジェクト･グルｰプによるヨコの線との2本立

てで行われている.各部課長(例えば･e.tion.hi･f)は

各々独自のいわば運営予算をもっているカミ個々の研

究官としては研究プロジェクト毎に配分される研究費

第21図USGS販売センタｰ案内の表紙
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第22図月刊のUSGS出版案内(A5版)�
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が主なものである.どのプロジェクトに属するかは研

究官の自主性に委ねられている.予算時期になるとグ

ルｰプ長(例えば･o一･･din･to･)のオフイスには予算の申

請をする各研究官からの分厚い書類がところ狭しと並

べられることになる.ここで成果のでていない担当官

の予算はいともアッサリ(?)と削られる運命にある.

研究の評価は部課長の線からも行われる.というの

も年1図もちまわりの評議員会で推薦されて初めて職

員の昇格がきまるがこの会への候補推薦は部課長の手

によるからである.昇格が認められないとたちまち

昇給は頭うちとなる.USGSの給与体系は例えば研

究官の場合ph.Dをとって入ったものがまずG.S､

(Gen…1Se･vi･eの賂)の11か12等級.トップの所長が

18等級でその間に6ないし7つの等級がある.一方

各等級のグレｰド(いわば号俸)は極めて少なく昇格が

なければ3年がせい晋い5年どまりで昇給はストップ

することと桂る.認定の基準は｢ベストとは思えない

がやはり論文の数か一番本当は質が大切なのだが｣

旅先で話してくれた友人はちょっと困った顔になった.

やはりここでも難しいことにはちがいなさそうである.

それにしても評議員会と部課長の権限は強大だねと

いいかける筆者の先をとって友人達は笑って｢濫用は

できないサ自分にまわってくるもの｣なるほどそ

ういえぱUSGSでは部課長はすべてロｰデイションで

ある年限務めると再びヒラの研究官にもどれるシステ

ムであったことを思い出した･これはグルｰプ長も同

じである･評議員会の方も似たようなものでとにか

くメンバｰの固定はないらしい.つまり結局のところ

は個人の責任を明確にした上での研究職員相互の研究能

力評価なのだ.溶まけものにとってはまことにいずら

い環境といえよう.なお1昨年10月カｰタｰ大統領

の｢連邦公務員制度改革法｣が成立をみたことで事務官

をも含めた能力本位の人事管理はUSG§でも格段に強

まる気配である.

ランチでセミナｰ

地質総部を例にとると研究セミナｰは活発で2週

間単位ぐらいで第23図のようだ予定一覧表が庁舎の

掲示板等に張り出される.これをみると総部のどこで

何が行われているかが一目でわかり大変に便利である.

個々のセミナｰの主催は部課であったり研究グル

ｰプであったり外部からのお客さんを迎えたホストで

あったりするが無論参加は全く自由である.セミナ

ｰのいくつかは曜日が定まっておりなるべくお互いが
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ダブらたいような配慮もされている.予定目が近づく

と各セミナｰ担当者はそれぞれにユニｰクなデザイン

のポスタｰ(第24図)をあちこちに張りめぐらして積

極的な宣伝に努める.ことに利用されるのは各庁舎

の出入り口のガラスドァである.ここならいやでも人

の目につく.ただしセミナｰが終るとこれらのポス

タｰは実に素早く撤去され用もない紙カミいつまでもブ

ラブラしている見苦しさはない.面白いのはその時間

でちょうど昼の時間に重なるものカミ少なくない.ふ

だんはそれぞれの研究に忙しいのだし人の話を聞いて

もらうのにわざわざ貴重な勤務時間を奪うのは申しわ

けないといった発想ともうけとれる.ともかく筆者

はその精神に感激して空腹をガマンして出席したところ

なんのことはない各自ランチをかかえてきてムジャム

シャバリバリ.食べながら話をきき議論する.何も

食べないで熱心に話す講師の手前もあってどうもうま

く食事がノドを通らないで困ったのは筆者位のものらし

レ､.

学問の話をするのに時と所を選ばないという精神なの

か講師もビｰルなど軽い飲み物を聴衆と共に楽しみな

がらというセミナｰもあってこれはヨノレ8時から.

USGSのシンボルでもあるピックアンドハンマｰの名の

ついたセミナｰ(Pic止andHammer)(第25図)である.

公民館のような所を借りて紀行談あり骨のある話あ

りだカミ適度のアルコｰルも手伝ってざっくばらんな雰

囲気で第一線の研究者の話が楽しめる.飛び入り参加

歓迎で誰をつれてきてもかまわない.

やや話ははずれるが情報交換の場としてはセミナｰの

ほか各部局毎の内部サｰキュラｰもいくつかある.

地質総部では月刊誌｢TheC工｡ssSection｣(B5版30

頁程度)(第26図)カミあって部内の動きを伝えている.

新任者の横顔や人事それに各部課の研究速報等がのっ

ていて便利である.部局によっては所属する職員の

学術誌投稿速報をのせているところもあった.

USGS西部本局からは｢WestemRegiOmaire｣(第27

1X1)USGSの属する内務省(D･pa･tmentoftheInt･ri･･)

からは｢InsiaeInterior｣(第27図)などいずれも職員

に配布されている.その他に必要な情報は事務的なも

のを含めて随時実にこまめに各職員の中央通信受け

(m･i1box)に文書で配られてくる(第28図).このため

連絡のための会議は省略され研究者が会議そのものに

貴重な時間をさくことは少ない.
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有能な秘書達

USGSの一般事務関係の人達もそうだが各部課ある

いはグルｰプ毎に配置されている秘書達(･･…t･･ieS)の

活躍はめざましい.年齢はさまざまでかなり年配の御

婦人も多いが若いお嬢さんが目立つ.勤務時間中

クノレクルとよく働きとかく研究者を悩ましがちない

わゆる雑用をテキパキと処理してくれる.おかげで研

究官が本来の職務である研究に少しでも専念できる意味

でその功績は実に大きいといわねば狂らない.秘書

は部課長クラスに2-3人グルｰプ長に1人長老格

の研究官(いわば部付の主任研究官?)に1人といった案

配で他の各研究官はこれらの秘書をいわば共有する形

になる.タイプはもちろん郵便物の出し入れ出張

の手配事務連絡計算コピｰ文具の購入から地形

図の受領書類づくり一切少しオｰバｰな言い方をさ

せてもらえぱいたれりっくせりである.おかげでな

れない筆者もどれだけ助かったかしれない.但しお

茶くみなどのサｰビスはしない.アメリカでは職務分

担が実にはっきりしていることが多いが彼女達は秘書

としてUSGSの研究機能を支援するまさにプロとい

ってよいであろう.

働きものの秘書嬢達は研究官からすこぶる大切にも

されている.結婚とも柾ると研究官総出で祝福すると

いったことも珍しくないようである.筆者が世話にな

った人気者で日系3世のMrs.J.Chuの祝賀宴のにぎや

かさは当時の語り草になっていた.

第26図(上)地質総部の部内月刊誌｢TheCrossSection｣(B5版)

第27図(下)USGS西部本局機関誌(左)と内務省速報(右)(とも

にB5版)

おことわり

以上かけ足ではあるが筆者が科学技術庁長期在外研

究員としての1か年とUSGS客員研究員として7か月

半余りの研究の合い間に見聞した範囲でUSGSメンロ
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パｰクの片リンを紹介させて頂いた.いく分でも雰囲

気なりをお伝えできたのであれば幸いである.収集し

た情報に片寄りがあるのは御勘弁頂くとしてもし誤り

があれぱそれは筆者の責任である.

なおここではとくにふれなかったカミUSGSの歴史

機構予算地質図をふくむ出版物などについては既

にこの地質ニュｰスのNo.18(佐藤1955)以来No,

125(杯1965)N〇一246(盛谷1975)および地調月報

24巻11号(小野1973)で紹介されておりレストンのナ

ショナル･センタｰについては地質ニュｰスのNo.

259(長谷1976)とNo･297･298(盛谷.1979)デン

バｰのUSGSについては地質ニュｰスNo.158

(倉沢1967)の報告がある.
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第28図

所長の来訪をつげる告知文書(A辿版)当時の所長

Dr.McK肌YEYはメンロの出身でその久々の来所は

むしろ里帰りといった感じに近い敬愛の念で迎えられて.

いた｢おヤジが帰ってくる!｣
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